横須賀 なぞで は、 たちまち 一面に 火災が おこり、 相模、 

伊豆 の 海岸が 地震と と もに つなみ を か ぶり なぞ し て 、 

全部で、 くずれた おれた 家が 五 万 六 千、 焼けたり 流れ 

たりした のが 三十 七 万 八 千、 死者 十一 万 四千、 負傷者 

十 一 万 五 千 を 出し、 損害 総額 百 一 億円と 計上され てい 

ま ^9 

東京の 巿街 だけで も、 二 里 四方の 面積に わたって 四 

十一 万の 家々 が 灰になり、 死者 七 万 四千、 ゆくえ 不明 

二十 一万、 焼け出された 人口が 百 四十 万、 損害 八 億 一 

のま おお-わ-, 

千 五 百万 円に 上って います。 横 浜、 小 田 原 なぞ は ほと 

んど 全部が あとかたもなく 焼け ほろびて しまいました。 



九十 分の 一 ぐらいに とどまったろう という ことです。 

地震の、 東京での 発 震 は、 九月 一日の 午前 十一 時 五 

十八 分 四十 五 秒でした。 それから 引き つづいて、 余震 

(ゆれな おし) が、 火災の はびこる 中で、 われわれ のか 

ら だに 感じ 得た のが 十二時 間に 百 十四 回 以上、 そのつ 

ぎの 十二時 間に 八十 八 回、 そのつ ぎが 六十 回、 七十 回 

と 来ました。 どんな 小さな 地震 を も 感じる 地震計と い 

のぼ 

う 機械に 表われた 数 は、 合計 千 七 百 回 以上に 上って い 

ま ^9 

二 



にひゃくとおか 

災害の 来た 一 日 はちょう ど 二百十日の 前日で、 東京 

では 早朝から はげしい 風雨 を 見ました が、 十 時 ごろに 

あおあお はつ あき 

なると 空 も 青々 と はれて、 平和な 初秋び よりにな つた 

とおもうと、 午 どきに なって、 とつぜん ぐら- (^/\ 

と ゆれ 出した のです。 同じ 巿内 でも 地盤の つよい とこ 

ろと よわい ところでは 震動の はげし さもち がいます が 

ほんじよ 

本 所の ような 一 ばん ひどかった 部分で は、 あっと 言つ 

て 立ち上る と、 ぐらぐら ゆれる 窓 をと おして、 目の ま 

だいこうば がわら 

えの 鉄筋 コンク リ ー ト だての 大工 場の 屋根 瓦が うね 

うねと 大蛇が 歩く ように 波 をう つと 見る まに、 その 瓦 



か 所から もえ 上った くらいです。 それから 一分お き 二 

分お きに、 なお どんどん 方々 から 火が 上り、 夕方 六 時 

近くに は 全市で 六十 か 所の 火が、 おのおの 何千と いう 

家々 をな めて、 のびひろがり、 夜の 十二時までの 間に 

はすべ てで 八十 八 か 所の 火の手が、 一 つに なって、 と 

ふかが わ にほんば し きょうば し こうじまち 

うとう 本 所、 深 川、 浅 草、 日本 橋、 京 橋 の 全部と、 麴町 、 

したや ほんごう こいし かわ あかさ か しば 

神 田、 下 谷の ほとんど 全部、 本郷、 小石 川、 赤 坂、 芝 

の 一 部分 (つまり 東京の 商工業 区域の ほとんどす つか 

リ) が、 まるで 影 も 形 もな く、 きれいに 焼きつ くされ 

てし まった のです。 

その 発火の もとは、 病院の 薬局 や、 学校の 理化学 室 



どうしょう にも 手の つけよう がな く、 ところに より、 

ま）.' ゎリ 

わずかに 堀割 やどぶ 川の 水 を 利用して、 ようやく 二十 

二、 三 か 所ぐ らい は 消しと めた そうです が、 それ 以上 

に はもう 力が およばなかった のです。 大きな 工場 や、 

工事中の ビル ヂ イング なぞに は、 地震で がらがらと つ 

ぶされ て、 一 どに 何百 人と いう 人が 下 じきにな リ、 う 

めき さけんで いると ころへ、 たちまち 火が まわって 来 

て、 一人 もの こらず 焼け死ん だのが いくつ もあります。 

多くの 人々 は、 大 てい、 ソラ 火が まわった というの 

で、 着の み 着の まま にげ 出した ようです。 中には、 安 

ひとあんしん 

全と 思う ところへ 早く 家財 なぞ を もち 出して 一 安神し 



かった と 言います。 そんなと ころで は、 ただぎ ゆう 

ぎゆうお され/ \ て、 やっと 一寸 一 一寸ず つうごい てい 

くだけな ので、 目 ざす 広場へ つくのに、 平生なら 二十 

分で いける ところ を、 二 時間 も 三時 間 も かかった と 

言 つ て いた 人が あります。 ぐずぐずして いるう ちに は 

うしろ 

後の方の 人 は 見る見る むし 焼きに なり、 横の 方から 

は どんどん 火の 子が 来て、 着物 や 髪に もえつく という 

ような ありさまで、 女 や 子どもの 中には、 ふみたおさ 

れて 死んだ もの もどれ だけ あるか 分らない と言われて 

レます 

中で も 一ばん 悲 さんだつ たの は、 本 所の 被服しょう 



な 街 上に しまいまで 立ちつ くして、 みんな を 安全な 方 

向に にがし/^ した あげく、 じぶん はついに 焼け死ん 

でしまい ました。 また、 下 谷から 焼け出された 或 四十 

がっこうの 一 婦人 は、 本郷の 大学 病院の 後まで にげ 

て 来る と、 火の手 はだん だんに そこへ ものび て 来そう 

にな りました。 その 一角に は、 地震で こわれ かけた 

家々 が、 いる 人 もな く 立ちの こって います。 その 家々 

へ 火が ついたら、 すぐに 病院へ もえうつる わけです。 

婦人 は それ を 考えて、 そこらへ にげて 来て いる 人た ち 

を はげまし、 綱 なぞ を あつめて 来て、 それでもって、 

みんなと 一し よに、 今 言った 家々 をた おしてお いて 立 



ちの いたと 言われて います。 あんの ごとく 火 はちょう 

ど、 そこのと ころまで 来て とまりました。 

つきじ せリ よういん 

つぎに は、 これ は 築地の、 市の 施療 院で のこと です 

が、 その 病院で は、 当番の 鈴 木、 上 与 那原両 海軍 軍医 

しょ ラさ 

少佐 以下の 沈着な しょちで、 火が 来る まえに、 看護婦 

たちに たん 架 を かつがせ などして、 すべての 患者 を 裏 

手のう め 立て 地 なぞへ うつして おいた のです が、 同夜 

八 時 ごろに は 病院 も 焼け落ち、 十一 時半に は 構内に あ 

る 第一 火薬庫が ばく 発し、 第二 火薬庫 も あやうく なり 

はま リき ゆう 

ました。 それで、 患者た ち 一同 を、 川 向う の 浜 離宮へ 

ほ 力 

うつす 外に はみ ち も なくなりました。 ^は、 ちょうど 



ひき 潮で すさまじい 獨 流が ^ ^ う) J う と うずまき、 た 

ぎって います。 勇敢な 高 橋 事務員 は、 その 中へ 決然 一 

人で とびこんで、 ようやく、 向う の 岸に ひなんし てい 

せんどう 

た 船に たどりつき、 船頭た ちに、 患者 を はこんでくれ 

るよう にと、 こんこんとた のみ ましたが、 船頭 はい や 

がって、 がんとして おうじて くれません。 すると 幸い 

かみて 

だれも 人の いない 船が 一 そう、 上手から 流れて 来たの 

で、 高 橋さん は それに 乗リ うつ リ、 氏 一人 を 見 かねて 

とびこんで 来た 河 田 軍医と 二人で、 岸から 岸へ 綱 を わ 

たし、 それ をた よりに、 わずか 一そう の 船で、 すべて 

の 患者 を、 重病 者 はたん かへ 乗せた まま、 一人 もの こ 



ひっしになって 消しと めました。 かつ子 さんたち は そ 

れ から 一 と 晩 中 バケツで 池の 水 を はこんで は 屋根へ 

ひと 

かけ かけして、 一 いき も 休まず はたらきつ づけました- 

その 小屋 をけ しとめなかったなら、 火 はたち まち 離宮 

の 建物に も 移った のです。 そうな つたら そこ はす 

でに、 両面に 火の手 を ひかえて おり、 後 は 海な ので I 

I 何 万人と いう ひなん 者 は、 まったく 被服し ようの ざ 

ん 死者と 同じように、 ことごとく 焼け死ぬ か 海へ おち 

てで き 死す るかして、 一人 もた すからなかった はずで 

この こと は、 前に 言 つ た 高 橋さん たちの はたらきと 



ともに、 まだ 世間に つたえられて いないので とくに、 

寸 、- 

人々 の 傾ち よう を あおいで おきたい と 思います。 

火災から ひなんした すべての 人た ちのうち、 おそら 

く少 くと も 百 二十 万 以上の 人 は、 ようやくの ことで、 

上に あげた、 それぞれの 広 地 や、 郊外の 野原 なぞに た 

どり つき、 飲む もの も 食べる もの もな しに、 一晩中、 

くらやみの 地上に おびえ あつまって いたのです。 その 

ごったがえしの 群々 の 中には、 そこに もこ こに も、 全 

身に やけど をした 人 や、 重病 者が、 横 だお しにな つて 

うなって いる。 保護者に はぐれた 子どもたちが、 おん 

おんないて うろうろ している。 恐怖と 悲嘆と に 気が 



狂った 女が、 きいきい 声 を あげて かけ 歩く。 びっくり 

さんけ 

したのと、 無理に 歩いて 来たのと で、 きゅうに 産 気づ 

いて 苦しんで いる 妊婦 も あり、 だれよ だれよ と 半狂乱 

で 家族の 人 を さがしまわ つ ている ものが あるな ど その 

混乱と いたまし さと は、 じっさい 想像に あまる くらい 

でした。 多くの 人 は 火の 中 をく ぐって 来て のどがかわ 

いて 苦しくて たまらな いので、 きたない どぶの 水 を も 

かまわず ぐいぐい 飲んだ と 言います。 上野で はしのば 

ず 池の あの 泥く さりの 水で 粉ミルク をと いて 乳の み 児 

にの ませた 婦人 さえ ありました。 

ふっか 

火 はとうと うよく 一 一日 一 ぱ、， 'もえつ づき、 ところに 
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